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破
産
に
瀕
し
た
債
務
者
は
、
か
か
る
債
務
者
に
限
ら
な
い
が
、
債
権
者
に
対
す
る
共
同
担
保
と
し
て
債
務
者
の
一
般
財
産
を
保
全
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
時
と
し
て
、
種
々
の
手
段
を
講
じ
て
、
自
己
の
一
般
財
産
の
減
少
・
隠
匿
を
は
か
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る

（
１
）
 

（
大
判
昭
和
十
年
一
一
一
月
十
一
一
一
日
刑
集
第
一
四
巻
四
号
二
二
一
一
一
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
い
わ
ゆ
る
「
そ
ご
う
強
制
執
行
妨
害
容
疑
」
事

（
２
）
 

件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
債
務
者
が
個
人
で
あ
る
場
ム
ロ
に
限
ら
ず
法
人
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
経
済
情
勢
の
悪
化
が
続
け
ば
一
層
現
実
的

な
も
の
な
る
で
あ
ろ
う
。
破
産
状
態
に
あ
る
債
務
者
の
採
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
民
法
上
の
財
産
処
分
（
不
当
な
廉
価
で
の
譲
渡
・
贈

与
等
）
の
ほ
か
に
、
信
託
制
度
を
悪
用
・
濫
用
し
て
、
責
任
財
産
を
減
少
・
隠
匿
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
信
託
制
度
は
、
委
託
者

の
財
産
権
を
受
託
者
の
名
義
に
移
転
し
、
受
託
者
が
受
益
者
の
た
め
に
、
財
産
を
管
理
・
処
分
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

債
務
者
は
、
自
己
が
委
託
者
に
な
り
、
自
己
の
財
産
権
を
他
人
で
あ
る
受
託
者
に
対
し
て
移
転
そ
の
他
の
処
分
を
為
し
、
受
益
者
ｌ
自
己

百
益
信
託
）
ま
た
は
他
人
（
他
益
信
託
）
ｌ
の
た
め
に
、
受
託
者
に
財
産
を
管
理
ま
た
は
処
分
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
信
託
の
基
本
的
構

（
３
）
 

造
に
関
す
る
通
説
に
よ
れ
ば
、
受
託
者
は
信
託
財
産
に
対
す
る
一
元
全
権
と
受
益
者
の
債
権
と
で
信
託
を
構
成
す
る
た
め
に
、
債
務
者
た
る

委
託
者
に
と
っ
て
は
、
財
産
権
の
名
義
を
受
託
者
に
移
転
す
る
と
言
う
い
わ
ゆ
る
信
託
制
度
の
特
質
を
活
か
し
て
、
そ
の
利
用
価
値
を
十

（
４
）
 

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
債
務
者
は
、
辻
〈
同
担
保
た
る
債
務
者
の
一
般
財
産
を
信
託
財
産
す
な
わ
ち
民
法

上
の
財
産
権
を
信
託
法
上
の
財
産
権
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
責
任
財
産
を
隠
匿
す
る
と
言
っ
た
具
合
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に

お
い
て
、
債
権
者
取
消
権
の
制
度
は
、
債
権
者
保
護
の
た
め
に
、
重
要
か
つ
有
意
義
な
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

八
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こ
の
よ
う
に
、
債
務
者
た
る
委
託
者
が
信
託
を
設
定
し
徒
ら
に
自
己
の
財
産
権
を
受
託
者
に
移
転
そ
の
他
の
処
分
を
為
す
場
合
に
は
、

そ
の
財
産
が
受
託
者
の
名
義
Ⅱ
所
有
に
帰
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
権
者
は
、
常
に
債
権
の
一
般
担
保
の
確
保
を

害
さ
れ
る
虞
れ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
完
全
な
る
弁
済
を
受
け
ら
れ
な
い
虞
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
債
権
者
が
不

利
益
を
避
け
ん
が
た
め
に
担
保
設
定
等
の
方
法
に
よ
っ
て
、
債
権
確
保
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
担
保
の
設
定
は
通
常
法
定
債
権
に
こ
れ

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
約
定
債
権
で
あ
っ
て
も
不
適
切
な
場
合
が
少
な
く
な
い
。

（
５
）
 

そ
こ
で
、
信
託
法
立
案
者
は
、
債
権
者
を
害
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ
る
信
託
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
信
託
制
度
の
悪
用
・
濫

用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
「
債
務
者
力
其
ノ
債
権
者
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
信
託
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
債
権
者
ハ
受
託
者
力
善

意
ナ
ル
ト
キ
ト
錐
民
法
第
四
百
二
十
四
条
第
一
項
二
規
定
ス
ル
取
消
権
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」
（
信
託
法
第
一
二
条
）
と
規
定
し
、
債
権
者

（
６
）
 

を
詐
害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
信
託
（
債
権
者
詐
害
信
託
）
の
設
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
は
、
民
法
第
四
二
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
詐
害
行
為
の
取
消
権
と
同
一
の
性
質
を
有
す
る
と
言
え
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
要
件
を
修
正
・
緩
和
し
、
信
託
行
為
に
よ
る
債
権
者
詐
害
に
適
用
さ
れ
る
場
合
の
特
則
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
従
来
民
法
学
者
間
で
も
激
し
く
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
私
の
能
力
を
は
る
か
に
越
え
る
難
題

で
あ
る
が
、
民
法
第
四
二
四
条
に
規
定
す
る
債
権
者
取
消
権
と
比
較
し
な
が
ら
、
信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
の
発
生
か
ら
消
滅
ま
で

を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
か
っ
て
、
本
件
以
外
に
も
、
同
種
の
事
件
が
惹
起
し
、
そ
の
効
力
が
社
会
的
に
も
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
法
律
新
聞
第
一
一
六
六
三
号

三
頁
、
栗
栖
越
夫
・
信
託
法
・
財
団
抵
当
法
の
研
究
九
○
頁
参
照
、
本
件
の
判
例
研
究
は
中
野
・
信
託
法
判
例
研
究
一
三
九
頁
以
下
参
照
）
。
し
か
し
、
詐
害

詐
害
目
的
の
信
託
と
価
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

二
三
九
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（
２
）
朝
日
新
聞
二
○
○
一
年
（
平
成
一
三
年
）
五
月
二
五
日
（
金
）
朝
刊
一
四
版
参
照
。

（
３
）
信
託
の
基
本
的
構
造
に
関
し
て
、
受
託
者
の
信
託
財
産
に
対
す
る
完
全
権
と
受
益
者
の
債
権
で
信
託
を
櫛
成
す
る
償
権
説
と
信
託
財
産
に
対
す
る
名
義
と

管
理
楡
お
よ
び
受
益
者
の
憤
権
（
給
付
謂
求
権
）
と
物
的
権
利
と
で
信
託
を
櫛
成
す
る
実
質
的
法
主
体
説
と
が
対
立
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
説
に
よ
れ
ば
、

脚
注
（
４
）
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
一
般
俄
櫛
者
は
、
信
託
財
産
を
差
押
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
の
で
、
そ
も
そ
も
仙
梅
者

取
消
権
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
信
託
法
第
一
六
条
第
一
項
に
「
信
託
財
産
二
付
信
託
前
ノ
原
因
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
樋
利
又
ハ
信
託
事
務
ノ
処
理
二
付
生
シ
タ
ル
権
利
二
基
ク
場
合
ヲ
除

ク
ノ
外
信
託
財
産
二
対
シ
強
制
執
行
、
仮
差
押
若
ハ
仮
処
分
ヲ
為
シ
又
ハ
之
ヲ
競
売
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
、
何
人

が
信
託
財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
等
を
為
し
得
な
い
の
か
が
問
題
に
な
り
、
通
説
〈
債
権
説
）
は
、
受
託
者
の
債
権
者
は
も
ち
ろ
ん
、
委
託
者
の
債
権
者
も
信

託
財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
等
を
為
し
得
な
い
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
財
産
権
が
委
託
者
か
ら
受
託
者
に
対
し
て
完
全
に
移
転
さ
れ
る
た
め
、

信
託
財
産
は
委
託
者
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
実
質
的
法
主
体
説
は
、
理
由
付
け
は
相
違
す
る
が
、
通
説
と
同
様
な
結
論
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
問
題
の
詳
細
は
、
中
野
・
長
岐
「
信
託
に
お
け
る
差
押
の
可
否
」
経
営
法
律
第
一
○
輯
（
韓
国
・
洪
裕
碩
教
授
定
年
退
職
記
念
論
文
集
）
六
一
五
頁

以
下
参
照
。
債
権
者
取
消
梅
の
制
度
が
強
制
執
行
の
単
臓
段
階
と
し
て
償
務
者
の
責
任
財
産
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
俄
務
者

た
る
委
託
者
の
債
樋
者
が
信
託
財
産
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
を
不
可
と
す
る
こ
と
は
、
理
論
上
矛
盾
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
要
す
る
に
、
債
権
者
取

消
権
と
償
務
者
た
る
委
託
者
の
俵
権
者
の
差
し
押
さ
え
と
は
同
一
線
上
の
問
題
で
あ
る
。

（
５
）
詐
害
信
託
は
、
わ
が
信
託
法
の
母
法
で
あ
る
イ
ン
ド
信
託
法
に
も
明
文
規
定
を
も
っ
て
禁
止
し
て
い
る
（
第
四
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
信
託
法
以
外

に
も
、
韓
国
信
託
法
（
第
八
条
）
、
台
湾
信
託
法
（
第
六
条
）
お
よ
び
中
国
信
託
法
〈
第
一
二
条
）
に
も
同
様
な
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
台
湾
信
託

法
は
、
信
託
設
定
後
六
ヵ
月
以
内
に
委
託
者
が
破
産
し
た
場
合
に
は
債
権
者
を
詐
害
す
る
意
図
が
あ
っ
た
旨
の
推
定
規
定
を
設
け
て
い
る
（
畠
山
文
三
訳
「
台

湾
信
託
法
」
復
刊
信
託
一
八
六
号
八
四
頁
以
下
参
照
）
。
な
お
、
信
託
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第
六
三
条
に
は
「
Ⅲ
本
条
の
②
項
の
場
合
を
除
の
外
、
信
託
の

設
定
に
際
し
、
信
託
の
目
的
が
価
権
者
又
は
そ
の
他
の
第
三
者
を
詐
害
す
る
場
合
、
そ
の
信
託
は
無
効
で
あ
る
。
②
信
託
の
受
益
者
が
信
託
設
定
当
時
、
委
託

者
の
詐
害
目
的
を
知
ら
な
い
時
、
詐
害
さ
れ
た
者
の
権
利
の
主
張
に
よ
り
排
斥
さ
れ
な
い
限
り
、
受
益
者
は
、
そ
の
信
託
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
四
○

信
託
に
関
す
る
論
文
は
少
な
く
（
小
林
徳
三
郎
「
詐
害
信
託
の
取
梢
に
関
す
る
一
、
こ
の
疑
問
に
就
い
て
」
信
託
協
会
会
報
第
十
一
巻
五
号
四
六
頁
以
下
参
照
、

長
岐
郁
也
「
詐
害
信
託
に
お
け
る
取
消
権
の
法
的
性
質
に
関
す
る
一
考
察
」
法
学
研
究
論
築
第
二
四
号
一
頁
以
下
参
照
）
判
例
も
少
な
い
（
平
成
十
年
十
月
二

九
日
東
京
地
裁
民
二
五
部
判
決
判
例
時
報
一
六
八
六
号
五
九
頁
、
本
件
に
関
す
る
判
例
評
釈
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
岩
昭
判
例
時
報
一
七
一
八
号
一
九
三
頁
参

照
～〆

。
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債
権
者
取
消
権
（
詐
害
行
為
取
消
権
ま
た
は
廃
罷
訴
権
と
も
言
わ
れ
る
）
と
は
、
債
務
者
が
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
な
し
た

（
１
）
 

法
律
行
為
（
す
な
わ
ち
信
託
設
定
行
為
）
に
よ
っ
て
自
己
の
債
権
者
に
対
す
る
責
任
財
産
を
減
少
・
隠
匿
し
た
場
ム
ロ
に
、
一
定
の
要
件
の

も
と
に
、
債
権
者
が
債
務
者
の
な
し
た
法
律
行
為
を
取
り
消
し
て
、
債
務
者
の
責
任
財
産
を
回
復
さ
せ
る
権
利
で
あ
る
（
民
法
第
四
二
四

条
）
。
た
と
え
ば
、
債
務
者
は
破
産
状
態
に
あ
り
他
に
こ
れ
と
言
っ
た
財
産
が
な
い
の
に
、
債
務
者
が
委
託
者
に
な
っ
て
債
権
者
に
対
す

る
責
任
財
産
を
受
託
者
の
名
義
に
移
転
す
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
権
者
は
、
委
託
者
と
受
託
者
間
の
信
託

設
定
行
為
を
取
り
消
し
て
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
財
産
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
詐
害
信
託
の
取
消
と
言
う
。
換
言
す

れ
ば
、
信
託
の
設
定
に
よ
り
、
民
法
上
の
財
産
権
が
債
権
者
を
詐
害
す
る
目
的
で
信
託
法
上
の
財
産
権
に
変
質
さ
れ
た
場
合
に
は
、
債
権

者
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
民
法
上
の
財
産
権
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

詐
害
目
的
の
信
託
と
繊
騰
署
の
取
消
権
（
中
野
）

二
四
一

二
債
権
者
取
消
権
の
性
質

定
す
る
（
慶
晦
義
塾
大
学
信
託
法
研
究
会
訳
・
米
国
信
託
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
第
二
版
）
財
団
法
人
ト
ラ
ス
ト
帥
二
七
頁
以
下
参
照
）
。

（
６
）
償
権
者
を
詐
書
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ
る
信
託
（
債
権
者
詐
害
信
託
）
は
、
債
務
者
が
侭
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
財
産
の
隠
匿
や
財
産
職
与

の
目
的
で
自
己
の
財
産
を
信
託
し
た
場
合
信
託
法
に
何
ら
の
明
文
規
定
が
な
い
と
き
で
も
、
償
権
者
は
民
法
第
四
二
四
条
に
よ
っ
て
そ
の
信
託
を
取
消
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
が
（
三
淵
忠
彦
・
信
託
法
及
信
託
業
法
三
九
頁
参
照
）
、
脱
法
信
託
（
信
託
法
第
一
○
条
）
、
訴
訟
信
託
（
信
託
法
第
一
一
条
）
と
同
様
、

不
法
な
目
的
で
設
定
さ
れ
る
信
託
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
目
的
で
設
定
さ
れ
た
信
託
の
効
力
に
つ
い
て
、
脱
法
信
託
お
よ
び
訴
訟
信
託
は
無
効
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
詐
害
信
託
は
取
り
消
し
の
対
象
に
な
り
得
る
の
み
で
あ
る
。
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二
四
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と
こ
ろ
で
、
詐
害
信
託
の
取
消
に
関
し
て
規
定
す
る
信
託
法
第
一
二
条
第
一
項
に
は
「
民
法
第
四
二
四
条
第
一
項
二
規
定
ス
ル
取
消
権

ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
詐
害
信
託
に
お
け
る
取
消
権
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
民
法
上
の
債
権
者
取
消
権
の
性

質
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
債
権
者
取
消
権
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
民
法
学
者
間
で
従
前
か
ら
激
し
く
議
論
さ
れ
て
き
た
問

題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
取
消
権
の
性
質
に
関
し
て
問
題
に
な
る
の
は
、
仙
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
詐
害
行
為
の
効
力
を
取
消

す
る
こ
と
に
の
み
重
点
を
置
く
の
か
、
②
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
の
か
、
③
Ⅲ
と
②
の
両
者
に

重
点
を
置
く
の
か
等
を
中
心
と
し
て
学
説
は
対
立
す
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
 

そ
こ
で
、
学
説
上
、
も
っ
と
も
古
く
は
、
詐
害
行
為
の
効
力
を
取
り
消
す
こ
と
を
取
消
権
の
内
容
と
す
る
も
の
で
物
権
説
と
も
一
一
一
一
口
わ
れ

（
３
）
 

る
形
成
権
説
（
石
坂
音
四
郎
「
債
権
者
取
消
権
論
」
民
法
研
究
第
一
一
巻
一
○
一
一
頁
、
中
島
・
債
権
総
論
一
一
○
一
一
一
頁
な
ど
）
が
主
張
さ
れ
、

そ
の
後
、
詐
害
行
為
に
よ
っ
て
逸
失
し
た
責
任
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
を
取
消
権
の
内
容
と
す
る
も
の
で
債
権
説
と
も
言
わ
れ
る
請
求
権

（
４
）
 

説
（
碓
本
朗
造
「
陸
鰹
確
者
取
消
の
訴
の
性
質
」
民
事
訴
訟
法
論
文
集
四
四
七
頁
）
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
両
説
は
、
現

在
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
判
例
（
大
判
明
治
四
四
年
三
月
二
四
日
民
録
一
七
輯
一
一
七
頁
）
は
、
取
消
権
の
内

容
を
形
成
権
と
請
求
権
と
が
緒
苔
し
た
も
の
と
み
る
折
衷
説
を
採
っ
て
お
り
、
現
在
の
通
説
は
、
基
本
的
に
は
判
例
の
立
場
を
支
持
し
て

（
５
）
 

い
る
。
債
権
者
取
消
権
に
つ
い
て
形
成
権
と
請
求
権
と
で
構
成
す
る
折
衷
説
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
、
詐
害
行
為
の
取
消
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
逸
失
し
た
責
任
財
産
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
逸
失
財
産
の
返
還
を
請
求
す
る
前
提

と
し
て
、
た
だ
単
に
詐
害
行
為
の
み
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
折
衷
説
に
対
し
て
、
取
消
の
効
力
を
相
対
的

効
力
と
す
る
こ
と
、
ま
た
詐
害
行
為
の
取
消
の
み
を
目
的
と
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
理
論
的
整
合
性
の
面
か
ら
論
理

（
６
）
 

が
一
貫
し
て
い
な
い
と
し
て
、
従
来
の
学
説
と
は
視
点
を
異
に
し
た
責
任
的
無
効
を
唱
え
る
責
任
説
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
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説
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
に
よ
る
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
詐
害
行
為
自
体
は
無
効
に
な
ら
ず
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
の
所
有
す
る
財

産
を
責
任
財
産
と
構
成
し
、
債
権
者
の
強
制
執
行
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
近
時
で
は
、
責
任
説
を
発
展
さ
せ

（
７
〉

た
訴
権
説
が
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

（
２
）
特
に
、
星
野
英
一
編
Ⅱ
林
錫
琿
「
憤
権
者
取
消
権
」
民
法
講
座
四
憤
権
総
論
一
四
一
頁
参
照
。

（
３
）
物
権
説
（
形
成
権
説
）
債
権
者
取
消
権
を
も
っ
て
悩
務
者
の
詐
害
行
為
の
効
力
を
取
消
す
る
こ
と
に
重
点
を
腿
く
学
説
で
あ
る
。
（
石
坂
音
四
郎
・
日
本

民
法
（
債
権
）
七
三
七
頁
以
下
、
同
・
改
纂
民
法
研
究
二
巻
一
○
二
頁
、
中
島
玉
吉
・
民
法
釈
義
三
（
上
）
二
○
四
頁
、
蝿
山
秀
夫
・
日
本
債
権
法
総
論
一
六

七
頁
等
、
信
託
法
学
者
で
は
入
江
真
太
郎
・
信
託
法
原
論
一
○
四
頁
、
同
・
全
訂
信
託
法
原
論
二
二
九
頁
、
同
．
信
託
法
（
新
法
学
全
集
三
六
巻
）
一
八
一

頁
）
す
な
わ
ち
、
債
務
者
の
詐
害
行
為
を
取
消
し
、
そ
の
効
力
を
絶
対
的
に
無
効
に
す
る
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
取
消
櫛
は
形
成
梅

で
あ
り
、
取
消
を
求
め
る
訴
の
性
質
は
形
成
訴
訟
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
折
の
相
手
方
（
被
告
）
は
価
務
者
、
受
益
者
さ
ら
に
転
得
者
で
あ
る
。
取
消
樋
行
使

の
結
果
、
受
益
者
・
転
得
者
と
も
に
無
樒
利
者
と
な
る
た
め
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
は
、
憤
務
者
に
対
し
て
財
産
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受
益
者

ま
た
は
転
得
者
が
返
還
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
財
産
を
価
務
者
の
も
と
に
復
帰
さ
せ
め
た
め
に
、
償
樋
者
は
、
債
務
者
を
代
位
し
て
、
受
益
者
ま
た
は
転
得

者
に
対
し
て
返
還
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
め
て
償
権
者
代
位
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
不
便
さ
加
え
て
、
す
べ
て
の
法
律
関
係
を
絶

対
的
に
無
効
に
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
影
響
が
大
き
い
の
で
、
今
日
で
は
こ
の
学
説
を
支
持
す
る
者
は
み
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
４
）
債
権
説
（
請
求
権
説
）
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
償
務
者
の
逸
出
し
た
責
任
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
に
重
点
を
園
く
学
説
で
あ
る
（
雄
本
朗
造
「
償
権

者
取
消
の
訴
の
性
質
」
民
事
訴
訟
法
論
文
集
四
八
八
頁
、
加
藤
正
治
「
廃
罷
訴
権
論
」
富
井
先
生
還
暦
祝
賀
論
文
集
一
○
九
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
詐
害
行
為
の

効
力
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
債
務
者
が
逸
出
し
た
財
産
の
返
還
を
請
求
す
る
権
利
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
取
消
権

の
目
的
は
債
務
者
の
賢
任
財
産
か
ら
不
当
に
分
離
さ
れ
た
財
産
の
返
還
請
求
に
あ
る
と
し
、
取
消
権
は
請
求
権
権
で
あ
り
、
取
消
を
求
め
る
訴
の
性
質
は
給
付

訴
訟
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
訴
の
相
手
方
（
被
告
）
は
財
産
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
を
相
手
と
す
れ
ば
足
り
、
債
務
者
を
被
告
に
す
る

必
要
は
な
い
。
こ
の
学
説
は
、
債
務
者
の
詐
害
行
為
の
効
力
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
債
務
者
と
受
益
者
と
の
間
お
よ
び
受
益
者
と
転
得
者
と
の
間

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

二
四
三

（
１
）
」

一百・つ。 信
託
を
設
定
す
る
行
為
を
単
に
「
信
託
行
為
」
と
言
う
が
（
例
え
ば
、
信
託
法
第
九
条
、
第
七
条
、
第
一
九
条
な
ど
）
、
こ
こ
で
は
、
信
託
設
定
行
為
と
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二
四
四

の
法
律
行
為
の
効
力
に
影
響
を
与
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
、
詐
害
行
為
の
取
消
し
を
無
視
し
て
い
る
の
が
難
点
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
折
衷
説
債
権
者
取
消
権
を
債
務
者
に
よ
る
詐
害
行
為
の
取
消
し
と
逸
出
し
た
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
学
説
で
あ
る
。
（
通
説
で
あ
る
。

例
え
ば
、
我
妻
栄
・
新
訂
債
権
総
論
（
民
法
講
義
Ⅳ
）
一
七
二
頁
、
於
保
不
二
雄
・
債
権
総
論
一
八
○
頁
、
柚
木
Ⅱ
高
木
・
判
例
債
権
総
論
一
八
九
頁
等
多
数
、

信
託
法
学
者
で
は
、
青
木
徹
二
・
信
託
法
論
一
○
四
頁
、
四
宮
和
夫
・
信
託
法
［
新
版
］
法
律
学
全
集
一
一
一
三
巻
Ⅱ
一
四
九
頁
、
小
林
徳
三
郎
「
詐
害
信
託
の
取

消
に
関
す
る
一
、
こ
の
疑
問
に
就
い
て
」
信
託
協
会
会
報
二
巻
五
号
五
二
頁
、
永
井
露
吉
「
日
本
信
託
法
要
義
（
四
）
」
信
託
集
会
所
会
報
一
六
巻
四
号
四

五
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
債
梅
者
取
消
権
は
詐
害
行
為
の
取
消
と
財
産
返
還
請
求
と
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
、
詐
害
行
為
を
取
消
し
、
逸
出
し
た
財
産
の
返
還

を
請
求
す
る
権
利
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
。
一
」
の
説
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
償
務
者
の
詐
害
行
為
を
取
消
し
か
つ
逸
出
し
た
財
産
の
返
還
も
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
取
消
権
は
形
成
権
と
請
求
権
で
あ
り
、
取
消
を
求
め
る
訴
の
性
質
は
形
成
訴
訟
と
給
付
訴
訟
と
が
併
合
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
に
な

り
、
訴
の
相
手
方
（
被
告
）
は
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
で
あ
り
、
債
務
者
を
被
告
に
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
、
財
産
の
取
り
戻
し
の
前
提
と

し
て
、
直
接
財
産
の
返
還
を
荊
求
せ
ず
に
、
単
に
詐
害
行
為
の
取
消
し
の
み
を
請
求
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
を
受
益
者
に
す
る
か
転
得

者
に
す
る
か
は
価
権
者
が
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
取
消
権
行
使
の
効
果
は
、
償
樅
者
が
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
か
ら
価
務
者
の
責
任
財
産
の
返
還

を
講
求
す
る
に
必
要
な
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
し
た
が
っ
て
相
対
的
効
力
し
か
生
じ
な
い
。
当
初
判
例
（
大
判
明
治
四
四
年
三
月
二
四
日
民
録
一
七
輯
一
一
七

頁
）
が
こ
の
折
衷
説
を
採
り
、
学
説
の
多
く
が
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
説
は
、
取
淵
の
効
力
を
相
対
的
と
す
る
こ
と
、
取
梢
だ
け
を
目
的
と
す
る

も
こ
と
も
可
能
と
解
す
る
こ
と
に
は
理
論
的
整
合
性
に
欠
け
る
と
の
批
判
が
あ
る

（
６
）
寅
任
説
俄
権
者
取
消
権
は
償
務
者
の
賢
任
財
産
の
保
全
に
あ
る
と
し
、
取
消
権
行
使
の
相
手
方
で
あ
る
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
は
、
そ
の
財
産
を
返
還

し
な
い
で
そ
の
ま
ま
の
所
有
状
態
で
他
人
で
あ
る
償
務
者
の
債
務
に
つ
い
て
責
任
を
負
え
ば
よ
い
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
（
下
森
定
「
債
権
者
取
消
権
に
関
す

る
一
考
察
」
法
学
志
林
五
七
巻
二
号
、
三
・
四
号
、
同
・
新
民
法
演
習
③
七
九
頁
以
下
、
中
野
貞
一
郎
「
債
権
者
取
梢
訴
訟
と
強
制
執
行
」
民
事
訴
訟
法
雑
誌

六
号
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説
は
、
従
来
の
学
説
と
視
点
を
異
に
す
る
も
の
で
、
債
権
者
取
消
権
は
責
任
法
的
無
効
を
生
じ
る
一
種
の
形
成
権
と
み
る
が
、
取

消
権
は
債
務
者
の
詐
害
行
為
に
よ
り
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
の
所
有
に
な
っ
た
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
に
重
点
を
極
く
の
で
は
な
く
て
、
総
債
権
者
に
お
い
て

強
制
執
行
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
取
消
権
の
行
使
の
効
力
と
し
て
、
詐
害
行
為
自
体
は
無
効
に
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
は
、
一
種
の
物
上
保
証
人
的
立
場
に
立
っ
て
、
債
務
者
が
所
有
し
て
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
債
務
者
の
逸
失
財

産
を
債
権
者
に
対
す
る
責
任
財
産
と
構
成
さ
れ
る
た
め
に
、
債
権
者
の
強
制
執
行
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
消
権
は
形
成

権
と
強
制
執
行
認
容
権
で
あ
り
、
訴
の
性
質
は
取
消
訴
訟
と
賢
任
訴
訟
（
強
制
執
行
認
容
訴
訟
）
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
訴
の
相
手
方
（
被
告
）
は
受
益
者
ま

た
は
転
得
者
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
賀
任
説
は
論
理
的
に
極
め
て
明
断
で
、
一
部
取
梢
や
取
消
の
範
囲
に
つ
い
て
は
混
乱
を
呈
す
る
判
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信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
の
発
生
要
件
に
関
し
て
、
民
法
上
の
債
権
者
取
消
権
に
関
す
る
最
近
の
有
力
な
学
説
は
客
観
的
要
件
と

（
１
）
 

主
観
的
要
件
と
に
区
別
し
な
い
で
両
要
件
を
総
合
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
、
多
数
説
に
し
た

が
っ
て
、
客
観
的
要
件
と
主
観
的
要
件
と
に
区
別
し
て
論
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
の
成
立
要
件

例
・
通
説
の
不
都
合
を
回
避
し
う
る
。
た
だ
、
わ
が
民
事
訴
訟
法
上
、
責
任
訴
訟
（
執
行
認
容
の
訴
え
）
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
多
数
説
に
な
っ
て
い
な

い
が
（
沢
井
裕
・
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
債
権
総
論
（
増
補
版
）
七
三
頁
参
照
）
、
理
論
構
成
に
好
意
的
な
学
説
が
増
え
つ
つ
あ
る
（
篠
塚
昭
次
編
・
条
解
民
法
Ⅱ

債
権
法
（
改
訂
版
）
八
三
頁
以
下
参
照
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
７
）
訴
権
説
債
権
者
取
消
権
の
性
質
に
つ
い
て
、
責
任
説
と
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
法
的
構
成
を
採
る
も
の
で
あ
る
が
、
取
消
権
を
訴
権
と
解
す
る
立
場

で
あ
る
（
平
井
宜
雄
・
償
権
総
論
一
一
一
三
頁
以
下
）
。
こ
の
説
は
、
民
法
第
四
二
四
条
一
項
本
文
が
取
消
権
を
裁
判
上
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め

て
い
る
点
に
着
目
し
、
債
権
者
取
消
権
は
訴
権
で
あ
る
で
あ
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
取
消
権
の
内
容
は
、
取
消
判
決
の
結
果
、
詐
害
行
為
の
効
力
は
取
消
侭

権
者
に
対
抗
で
き
な
い
も
の
と
な
り
、
債
権
者
は
取
消
判
決
を
債
務
名
義
と
し
て
受
益
者
の
手
許
に
あ
る
逸
出
財
産
を
あ
た
か
も
債
務
者
の
一
般
財
産
に
属
す

る
ご
と
く
み
な
し
、
こ
れ
に
対
し
て
強
制
執
行
で
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
取
消
権
を
訴
権
と
解
す
る
な
ら
ば
、
責
任
的

無
効
を
も
た
ら
す
取
消
判
決
に
よ
っ
て
強
制
執
行
の
可
能
性
を
創
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
説
の
よ
う
に
責
任
の
判
決
を
考
え
る
必
要
は
な
く
、
取
消
訴

訟
で
足
り
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
新
し
い
学
説
で
あ
る
が
、
す
で
に
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
小
野
幸
二
編
著
・
債
権
総
論
基
本
民
法
シ
リ
ー

ズ
Ⅲ
一
四
六
頁
、
前
田
達
明
・
口
述
憤
梅
総
論
（
第
三
版
）
二
二
六
頁
参
照
、
佐
藤
隆
夫
編
・
現
代
民
法
Ⅲ
［
俄
樅
総
論
］
’
四
三
頁
参
照
）
。

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

二
四
五
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
債
権
者
取
消
権
の
成
立
時
期
に
関
す
る
学
説
・
判
例
理

論
を
推
及
す
れ
ば
、
債
務
者
た
る
委
託
者
に
対
す
る
債
権
の
発
生
が
少
な
く
と
も
信
託
設
定
前
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
う
こ
と

（
４
）
 

に
な
る
（
大
判
大
正
六
年
一
月
二
二
日
民
録
一
一
一
一
一
輯
八
頁
、
最
判
昭
和
一
一
一
一
一
一
年
二
月
一
一
一
日
民
集
一
二
巻
二
号
三
四
一
頁
）
。
信
託
設
定

後
に
発
生
す
る
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
債
権
者
に
は
取
消
権
は
発
生
し
な
い
の
で
あ
る
（
最
近
の
も
の
と
し

（
５
）
 

て
、
最
判
昭
和
五
五
年
一
月
二
四
日
民
集
三
四
巻
一
号
一
一
○
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
信
託
設
定
行
為
が
債
権
発
生
前
で
あ
る
な
ら
ば
、

登
記
が
債
権
発
生
後
に
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
大
判
大
正
七
年
七
月
一
五
日
民
録
二

（
３
）
 

か
で
あ
る
。

㈲
俵
務
者
が
信
詫
設
定
行
為
を
為
し
た
こ
と

信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
が
委
託
者
に
な
っ
て
自
己
の
財
産
権
に
つ
い
て
受
託
者
に
対
し
て
移

転
そ
の
他
の
処
分
を
為
し
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
信
託
法
第
一
二
条
）
。
債
務
者
の
財
産
権
の
移
転
そ
の
他
の
処
分
行
為
が
信
託
に
よ

（
２
）
 

ら
な
い
場
合
に
は
、
信
託
法
第
一
二
条
（
債
権
者
詐
害
信
託
）
の
問
題
で
は
な
く
、
民
法
上
の
債
権
者
詐
害
行
為
取
消
権
（
民
法
第
四
二

四
条
）
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
、
問
題
に
な
る
の
は
、
財
産
権
を
目
的
と
す
る
限
り
、
法
律
行
為
の
種
類

を
問
わ
な
い
た
め
、
契
約
信
託
で
あ
る
と
遺
言
信
託
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
私
益
信
託
で
あ
る
と
公
益
信
託
で
あ
る

と
ま
た
民
事
信
託
で
あ
る
と
商
事
信
託
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
の
で
あ
る
が
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
信
託
設
定
行
為
が
財
産
権
の
処
分

を
目
的
と
し
た
も
の
（
処
分
信
託
）
に
限
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
管
理
を
目
的
と
し
た
も
の
（
管
理
信
託
）
に
つ
い
て
も
含
め
る
べ
き

(1) 

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
四
六
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（
６
）
 

四
巻
一
四
五
一
二
頁
な
ど
）
。
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
務
成
立
当
時
に
お
け
る
債
務
者
た
る
委
託
者
の
資
力
を
標
準
と
す
べ
き
で
あ
り
、

（
７
）
 

債
務
成
立
前
の
信
託
設
定
行
為
に
よ
っ
て
債
権
の
取
立
て
が
困
難
に
な
っ
た
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
債
権
が
信
託
設

定
行
為
前
に
発
生
し
て
い
る
な
ら
ば
、
信
託
設
定
行
為
の
当
時
に
履
行
期
が
未
到
来
で
あ
っ
て
も
よ
い
（
大
判
大
正
九
年
十
一
一
月
二
七
日

民
録
二
六
輯
二
○
九
六
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
後
で
も
触
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
管
理
信
託
に
つ
い
て
は
、
債
権
成
立
の
前
後
を
問
わ
ず
、

信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
発
生
の
客
観
的
要
件
を
具
備
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
処
分
信

託
に
つ
い
て
は
、
債
権
の
発
生
が
信
託
設
定
行
為
以
前
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
債
権
の
数
額
範
囲
は
必
ず
し
も
確
定
し
て
い
る
こ
と
を
必

要
と
し
な
い
と
解
さ
れ
る
（
大
判
大
正
八
年
五
月
二
十
日
民
録
二
五
輯
七
八
八
頁
）
。

ｈ
債
務
者
の
信
託
設
定
行
為
が
債
権
者
を
詐
害
す
る
こ
と

信
託
に
お
い
て
債
権
者
取
消
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
信
託
設
定
行
為
が
債
権
者
を
害
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
を
害
す
る
と
は
、
債
務
者
の
信
託
設
定
行
為
に
よ
っ
て
、
債
権
の
最
後
の
と
り
で
と
な
る
債
権
者
へ

の
一
般
担
保
た
る
債
務
者
の
財
産
が
減
少
し
て
、
債
権
の
完
済
が
不
能
ま
た
は
困
難
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
信
託
設
定
行

為
に
よ
り
債
務
者
の
積
極
財
産
を
減
少
・
隠
匿
し
新
た
に
消
極
財
産
を
増
加
さ
せ
る
も
の
か
を
問
わ
ず
、
債
務
者
の
信
託
設
定
行
為
の
直

後
の
債
務
者
の
積
極
財
産
が
消
極
財
産
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
－
無
資
力
す
な
わ
ち
債
務
超
過
ｌ
を
必
要
と
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

（
８
）
 

こ
の
無
資
力
は
信
託
設
定
行
為
時
で
あ
る
と
と
も
に
取
消
権
行
使
の
時
に
も
無
資
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
状
態
で
、
債
務
者
の
財
産
権
を
処
分
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ
た
信
託
に
お
い
て
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
債
権
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
虞
が
生
じ
る
の
で
、
債
権
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
為
し
た
信
託
設
定
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

詐
善
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
甲
野
）

二
四
七
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法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
四
八

処
分
信
託
の
場
合
に
は
、
か
か
る
信
託
を
取
消
し
債
務
者
の
財
産
を
信
託
設
定
行
為
一
別
の
状
態
に
復
帰
し
債
権
の
一
般
担
保
を
確
保
し
て

置
か
な
け
れ
ば
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
財
産
に
つ
い
て
減
少
・
悪
化
さ
せ
、
債
権
者
は
債
権
の
完
済
を
受
け
ら
れ
得
な
く
な
る
虞
が
あ

る
の
で
、
債
務
者
の
信
託
設
定
行
為
に
お
け
る
詐
害
性
は
強
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
債
務
者
に
よ
る
公
益
信
託
の
設
定
行
為
も
同
様
に

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

不
動
産
の
時
価
に
よ
る
売
却
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
た
と
え
処
分
信
託
で
も
あ
っ
て
も
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
詐
害
性
は
弱
い

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
判
例
（
大
判
明
治
三
九
年
一
一
月
五
日
民
録
一
二
輯
一
三
三
頁
、
同
明
治
四
四
年
一
○
月
三
日
民
録
一
七

輯
五
一
一
一
八
頁
、
同
大
正
六
年
六
月
七
日
民
録
二
三
輯
九
一
一
一
一
一
頁
等
）
は
、
不
動
産
を
売
却
し
て
費
消
ま
た
は
隠
匿
し
も
し
く
は
散
逸
し
や

す
い
金
銭
に
か
え
る
こ
と
は
、
共
同
担
保
の
効
力
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
代
価
が
相
当
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
詐
害

行
為
に
な
る
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
は
、
相
当
価
格
に
よ
る
不
動
産
の
売
却
は
、
債
務
者
の
財
産
を
減
少
さ
せ
る
も
の

（
９
）
 

で
は
な
い
等
の
理
由
で
、
常
に
詐
聿
ロ
行
為
と
な
ら
な
い
と
す
る
。

同
様
に
、
債
務
者
の
財
産
権
を
管
理
の
目
的
で
設
定
さ
れ
た
信
託
に
お
い
て
は
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
債
権
者
に
と
っ
て
債
権
の

弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
虞
が
生
じ
る
の
は
少
な
い
の
で
、
債
権
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
為
し
た
信
託
設
定
行
為
を

取
り
消
す
必
要
は
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
管
理
信
託
の
場
合
に
は
、
債
務
者
の
財
産
権
の
名
義
を
受
託
者
に
変
更
す
る
こ
と
自
体
問

題
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
財
産
に
つ
い
て
減
少
・
悪
化
さ
せ
る
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
、
債
務
者
の
信
託
設

定
行
為
に
お
け
る
詐
害
性
は
弱
い
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
論
と
し
て
、
詐
害
性
が
弱
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
主
観
的
要

（
加
）

件
の
悪
性
が
強
い
場
合
に
は
詐
塞
ロ
行
為
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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㈲
債
務
者
た
る
委
託
者
に
悪
意
の
存
す
る
こ
と

信
託
に
お
い
て
債
権
者
取
消
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
に
お
い
て
、
信
託
設
定
行
為
当
時
信
託
を
設
定
し
た
な

ら
ば
、
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
信
託
法
第
一
二
条
）
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
債
権
者

を
害
す
る
こ
と
を
覚
知
し
な
が
ら
信
託
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
債
務
者
た
る
委
託
者
が
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
は
、

債
務
者
の
信
託
設
定
行
為
が
債
権
者
を
害
す
る
｝
」
と
す
な
わ
ち
債
務
者
が
信
託
を
設
定
す
れ
ば
、
総
債
権
者
の
共
同
担
保
た
る
債
務
者
の

責
任
財
産
を
減
少
し
て
弁
済
能
力
に
不
足
を
来
す
こ
と
を
知
っ
て
い
る
｝
」
と
で
あ
る
。

債
務
者
た
る
委
託
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
人
の
代
表
者
が
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
い
（
民
法
第

一
○
一
条
第
一
項
）
。
委
任
代
理
人
が
信
託
の
設
定
を
授
権
さ
れ
た
場
合
、
本
人
の
指
図
に
し
た
が
っ
て
信
託
設
定
行
為
を
し
た
と
き
は
、

本
人
が
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
限
り
、
代
理
人
に
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
（
民
法
第

一
○
一
条
第
二
項
）
。
問
題
は
、
債
務
者
が
自
己
の
信
託
設
定
行
為
に
よ
り
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
認
識
し
て
い
れ
ば
足
り
る

の
か
、
そ
れ
と
も
詐
害
の
意
思
ま
で
も
必
要
と
す
る
の
か
で
あ
る
。
信
託
法
第
一
二
条
第
一
項
に
は
「
債
務
者
ヵ
其
ノ
債
権
者
ヲ
害
ス
ル

コ
ト
ヲ
知
リ
テ
信
託
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
」
と
規
定
す
る
の
で
、
詐
害
の
意
思
ま
で
は
必
要
と
せ
ず
に
、
詐
害
の
認
識
が
あ
る
こ
と
を
も
つ

（
Ⅲ
）
 

て
足
り
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
一
つ
。
債
務
者
に
お
い
て
自
己
の
弁
済
資
力
を
超
過
す
る
信
託
設
定
行
為
を
為
し
た
と
き
は
、
悪
意
や
害
意

の
有
無
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
く
、
か
か
る
事
実
を
も
っ
て
一
応
債
務
者
の
悪
意
が
存
在
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
仮
に
債
権
者
を
害
す
る
意
思
（
害
意
）
ま
で
必
要
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
主
観
的
要
件
の
立
証
責
任
は
、
一
般
原
則
に
し
た
が
っ
て
、

詐
害
目
的
の
信
託
と
侭
極
百
の
取
消
瀧
（
中
野
）

二
四
九

(2) 

主
観
的
要
件
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民
法
に
お
い
て
債
権
者
取
消
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
受
益
者
か
転
得
者
に
悪
意
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
信
託
に

お
い
て
は
、
民
法
上
の
詐
害
行
為
の
受
益
者
に
該
当
す
る
受
託
者
に
悪
意
の
存
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
善
意
の
場
合
で
も
、
債
権
者
は
、

取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
受
託
者
が
「
善
意
ナ
ル
ト
キ
」
に
も
取
消
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
受
託
者
は
、
何
ら

ｂ
受
益
者
に
悪
意
の
存
す
る
こ
と

信
託
に
お
い
て
債
権
者
取
消
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
信
託
設
定
行
為
に
つ
い
て
、
信
託
受
益
者
が
悪
意
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受
益
者
の
悪
意
と
は
、
受
益
者
が
債
務
者
た
る
委
託
者
に
よ
る
信
託
設
定
行
為
に
つ
い
て
、
債
権
者
を
害
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
受
益
者
（
ま
た
は
転
得
者
）
は
、
詐
害
の
認
識
が
あ
れ
ば
足
り
、
詐
害
の
意

思
の
あ
る
こ
と
ま
で
は
必
要
で
な
い
。
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
受
益
者
は
債
務
者
と
は
相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
。

民
法
第
四
二
四
条
に
規
定
す
る
詐
害
行
為
の
受
益
者
は
、
民
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
か
ら
財
産
権
の
処
分
を
受
け
た
者
で
あ
る
が
、

信
託
法
第
一
二
条
に
規
定
す
る
信
託
設
定
行
為
に
お
け
る
信
託
受
益
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
か
ら
財
産
権
の
移
転
そ
の
他
の
処
分
を

受
け
る
の
は
受
託
者
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
言
う
受
益
者
は
、
民
法
上
の
受
益
者
と
信
託
法
上
の
受
益
者
と
は
相
違
す

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
信
託
法
学
者
は
、
信
託
法
上
の
受
益
者
に
該
当
す
る
の
は
民
法
上
の
転
得
者
で
あ
る
と
言
う
（
松
本
崇
・
コ
ン

メ
ン
タ
ー
ル
信
託
法
九
三
頁
、
小
林
徳
三
郎
「
詐
害
信
託
の
取
消
に
関
す
る
一
、
こ
の
疑
問
に
就
い
て
」
信
託
協
会
会
報
第
二
巻
第
五

（
⑫
）
 

号
五
二
頁
）
。

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
五
○

債
権
者
取
消
権
を
行
使
す
る
債
権
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
な
り
立
証
は
困
難
な
も
の
に
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
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利
益
を
受
け
得
る
者
で
は
な
く
、
信
託
財
産
の
名
義
者
か
つ
管
理
権
者
と
し
て
無
償
で
財
産
権
を
譲
り
受
け
た
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
受
託
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
行
為
代
行
者
で
あ
っ
て
、
善
意
・
悪
意
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
処
分
信
託
に
お
い
て
、
受
託
者
が
信
託
財
産
を
第
三
者
に
民
法
上
の
処
分
（
売
却
）
を
し
た
場
合
、
受
託
者
に
よ
る
信
託
財
産
の

処
分
の
相
手
方
（
民
法
上
の
受
益
者
・
転
得
者
）
が
善
意
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
権
者
は
、
受
託
者
の
処
分
行
為
を

取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
他
益
信
託
に
お
い
て
、
信
託
の
受
益
者
が
善
意
な
ら
ば
既
得
権
は
保
護
さ
れ
る
が
（
信
託
法
第

十
二
条
第
二
項
）
、
信
託
の
受
益
者
が
悪
意
な
ら
ば
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
権
者
は
、
受
益
者
に
対
し
て
、
取
消
権
の
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
受
益
者
の
得
た
利
得
す
な
わ
ち
信
託
財
産
の
代
位
物
（
売
却
代
金
）
の
引
き
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

（
１
）
下
森
定
「
俄
権
者
取
消
梅
の
成
立
要
件
に
関
す
る
序
説
」
川
島
武
宜
還
暦
・
民
法
学
の
現
代
的
課
題
二
二
五
頁
、
同
「
詐
害
行
為
取
消
権
」
遠
藤
浩
Ⅱ
川

井
健
Ⅱ
西
原
道
雄
編
・
演
習
民
法
（
価
権
）
一
三
○
頁
、
安
達
三
季
生
・
債
権
総
論
調
義
（
補
訂
第
三
版
）
一
二
四
頁
参
照
、
好
美
潤
光
・
民
商
法
雑
誌
五
二

（
２
）
信
託
の
設
定
に
あ
た
り
、
値
権
者
を
詐
害
す
な
わ
ち
侭
権
者
か
ら
の
差
押
を
逃
れ
る
た
め
に
、
債
務
者
た
る
委
託
者
と
受
託
者
と
の
間
ま
た
は
委
託
者
と

受
益
者
と
の
間
で
虚
偽
行
為
と
し
て
、
仮
装
譲
渡
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
通
謀
虚
偽
表
示
は
無
効
で
あ
る
か
ら
（
民
法
第
九
四
条

二
項
）
、
無
効
な
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
言
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
無
効
な
行
為
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
と
、
債
権
者
は
、

取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
（
大
判
明
治
四
一
年
六
月
二
○
日
民
録
一
四
輯
七
五
九
頁
）
。
も
っ
と
も
虚
偽
表
示
の
無
効
は
善
意
の
第

三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
転
得
者
に
お
い
て
債
務
者
の
行
為
が
虚
偽
表
示
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
き
は
、
転
得
者
が
詐
害
の
事
実
を
知
っ

て
い
る
か
ぎ
り
、
転
得
者
に
対
す
る
関
係
で
は
虚
偽
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
（
大
判
昭
和
六
年
九
月
一
六
日
民
集
一
○
巻
八
○
六
頁
）
。
し
た
が
っ

て
、
信
託
に
お
い
て
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
権
者
は
、
受
益
者
に
対
し
て
、
選
択
的
に
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
憤
務
者
た
る
委
託
者
が
受
益
者
で
あ
る
場
合
（
自
益
信
託
）
に
は
、
債
務
者
が
委
託
者
に
な
り
受
益
者
に
も
な
る
の
で
、
委
託
者
は
常
に
悪
意
の
推
定
を

詐
害
目
的
の
信
託
と
憤
梅
者
の
取
消
権
〈
中
野
）

二
五
一

巻
六
号
八
九
三
頁
以
下
。

Hosei University Repository



（
６
）
我
妻
・
前
掲
瞥
一
七
九
頁
に
よ
れ
ば
、
移
転
登
記
が
あ
る
ま
で
は
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
も
物
権
変
動
を
対
抗
で
き
な
い
か
ら
、
移
転
登
記
の
時
を

詐
害
行
為
の
時
と
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

（
７
）
し
か
し
、
加
藤
正
治
「
廃
罷
訴
権
論
」
富
井
先
生
還
暦
祝
賀
法
律
論
文
集
一
二
七
二
頁
に
よ
れ
ば
、
「
取
消
権
は
取
り
戻
し
た
財
産
を
そ
の
債
権
者
の
所

有
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
責
任
財
産
の
増
殖
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
取
戻
財
産
か
ら
は
、
取
消
権
を
行
使
し
な
い
債
権
者
や
、
詐
害
行
為
以
後
債

権
を
取
得
し
た
債
権
者
も
配
当
を
受
け
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
詐
害
行
為
後
に
発
生
し
た
債
権
で
あ
っ
て
も
、
取
消
権
行
使
の
と
き
、
詐
害
行
為
の
成
立
要
件

を
具
備
し
て
い
れ
ば
取
消
を
許
す
べ
き
で
あ
る
．
’
と
主
張
さ
れ
る
。

（
８
）
し
か
し
、
そ
の
後
、
債
務
者
の
資
力
が
回
復
し
て
憤
権
者
取
消
権
の
行
使
時
（
事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
時
）
に
無
資
力
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
詐
害
行
為
は
成
立
し
な
い
（
通
説
）
。

（
９
）
相
当
価
格
に
よ
る
不
動
産
の
売
却
は
、
債
務
者
の
資
産
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
詐
害
行
為
と
す
る
こ
と
は
債
務
者
が

不
動
産
を
換
価
し
て
有
利
に
こ
れ
を
運
用
し
て
経
済
的
更
生
を
は
か
る
こ
と
を
妨
げ
、
ま
た
、
売
買
の
相
手
方
に
知
れ
な
い
債
務
者
の
売
買
の
目
的
い
か
ん
に

よ
っ
て
取
消
権
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
は
、
取
引
の
安
全
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
相
当
の
代
価
を
も
っ
て
す
る
不
動
産
の
売
却
は
常
に
詐
害
行
為

に
な
ら
な
い
と
す
る
（
我
妻
・
前
掲
書
一
八
八
頁
、
於
保
・
前
掲
書
一
八
九
頁
）
。

（
皿
）
内
田
貴
・
民
法
Ⅲ
償
権
総
論
・
担
保
物
権
二
八
三
頁
参
照
。

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
五
二

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
受
託
者
の
善
意
・
悪
意
を
問
わ
ず
、
債
権
者
は
、
当
然
に
、
詐
害
信
託
と
し
て
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
に
な
る
の

は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
以
外
の
者
が
受
益
者
に
な
っ
て
い
る
場
合
（
他
益
信
託
）
で
あ
る
。

（
４
）
償
権
の
成
立
前
に
、
不
動
産
所
有
権
の
移
転
を
目
的
と
す
る
実
体
的
な
法
律
行
為
（
信
託
設
定
行
為
）
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
登
記
が
債
権
成
立

後
に
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
侭
権
者
は
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
於
保
不
二
雄
・
債
権
総
論
一
九
三
頁
、
松
阪
佐
一
・
民
法
提
要
（
債
権
総

論
）
［
第
四
版
］
一
二
五
頁
、
大
判
明
治
四
○
年
一
一
一
月
一
一
日
民
録
二
五
三
頁
、
最
判
昭
和
三
三
年
二
月
二
一
日
民
集
一
二
巻
二
号
三
四
一
頁
等
）
。
こ
れ
に
対

し
て
、
移
転
行
為
は
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
も
登
記
を
し
た
と
き
に
、
そ
の
行
わ
れ
た
こ
と
を
対
抗
し
う
る
に
と
ど
ま
る
の
だ
か
ら
、
移
転
行
為
が
俄
権

成
立
前
の
行
為
と
し
て
取
消
権
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
登
記
も
ま
た
債
権
の
成
立
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
要
す
る
と
の
有
力
な
反
対
説
が
あ
る
（
我

妻
栄
・
新
訂
債
権
総
論
（
民
法
講
義
Ⅳ
）
一
七
九
頁
参
照
）
。

（
５
）
債
権
の
発
生
が
詐
害
行
為
以
前
で
あ
る
な
ら
ば
、
条
件
付
債
権
・
期
限
付
債
権
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
が
（
石
坂
音
二
郎
・
改
纂
民
法
研
究
下
巻
二
三

九
頁
、
勝
本
正
晃
・
債
権
総
論
中
巻
巻
之
一
一
一
、
三
一
二
頁
、
一
一
一
一
九
頁
）
、
条
件
付
権
利
（
民
法
第
一
二
八
条
、
第
一
二
九
条
）
は
取
消
権
行
使
の
対
象
に
な

る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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㈲
債
権
者

債
権
者
取
梢
権
者
は
債
務
者
た
る
委
託
者
の
債
権
者
で
あ
る
。

債
権
者
取
消
権
を
行
使
す
る
債
権
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
為
し
た
信
託
設
定
行
為
に
よ
っ
て
、
自
己
の
債
権
を
害
さ
れ
た
債
権

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
信
託
設
定
行
為
後
に
債
権
を
譲
り
受
け
た
者
も
、
債
権
者
と
し
て
取
消
権
を
有
す
る
。
取

消
権
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
後
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
債
権
者
は
自
己
の
権
利
と
し
て
、
自
己
の
名
に
お
い
て
取
消
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
（
大
判
大
正
六
年
三
月
三
一
日
民
録
一
一
一
一
一
輯
五
九
六
頁
）
、
債
務
者
の
代
理
人
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

詐
害
行
為
を
な
し
た
債
務
者
は
取
消
権
を
も
た
ず
、
債
権
者
の
み
に
認
め
ら
れ
る
権
利
だ
か
ら
で
あ
る
。

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

二
五
三

四
信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
の
行
使

（
、
）
信
託
法
学
者
の
中
で
は
、
債
務
者
（
委
託
者
）
は
債
権
者
を
害
す
べ
き
意
思
の
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
（
岩
田
新
・
信
託
法
新
論
一
四
七
頁
）
、
債
務
者

が
自
己
の
為
す
信
託
行
為
が
債
権
者
を
害
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
認
議
す
る
を
以
っ
て
足
り
る
（
入
江
真
太
郎
・
信
託
法
（
全
訂
版
）
二
二
五
頁
）
と
言
う
。

Ｅ
）
し
か
し
、
受
託
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
か
ら
財
産
権
の
移
転
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
る
者
で
あ
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
何
ら
利
益
を
受
け
る
者

で
は
な
い
の
で
（
信
託
法
第
九
条
）
、
民
法
第
四
二
四
条
に
言
う
「
受
益
者
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
は
疑
問
で
あ
る
。

(1) 

債
権
者
取
消
権
者
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債
権
者
が
債
権
者
取
消
権
を
も
っ
て
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
取
引
の
安
全
を
害
す
る

虞
が
存
す
る
た
め
に
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
資
産
を
信
託
設
定
前
の
状
態
に
回
復
し
、
債
権
者
の
一
般
担
保
権
を
確
保
し
、
そ
の
正
当

な
る
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
範
囲
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
大
判
明
治
一
一
一
六
年
一
二
月
七
日
民
録
九
輯
一
三
三
九
頁
、
大
判
明
治
四
二
年
六

月
八
日
民
録
一
五
輯
五
七
九
頁
、
大
判
大
正
七
年
五
月
一
八
日
民
録
二
四
輯
九
九
三
頁
、
大
判
大
正
八
年
四
月
一
二
日
民
録
二
五
輯
録
六

七
四
頁
、
大
判
大
正
九
年
一
二
年
一
一
一
四
日
民
録
二
六
輯
二
○
二
四
頁
、
大
判
昭
和
五
年
九
月
二
五
日
法
律
新
聞
一
一
一
一
九
三
号
一
二
号
一

二
頁
）
。
債
権
者
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
債
権
額
以
上
に
わ
た
っ
て
取
消
し
金
銭
を
自
己
に
引
き
渡
さ
せ
た
場
合
に
は
、
事
実
上
、

他
の
債
権
者
が
配
当
請
求
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
取
消
権
を
行
使
し
た
債
権
者
が
優
先
弁
済
を
受
け
る
結
果
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
消
権
を
行
使
し
得
る
範
囲
は
、
取
消
債
権
者
以
外
に
債
権
者
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
取
消
債
権
者

は
、
原
則
と
し
て
、
信
託
設
定
当
時
の
債
権
額
と
言
う
こ
と
に
な
る
（
大
判
大
正
九
年
一
二
年
二
四
民
録
一
一
六
輯
二
○
二
四
頁
、
大
判
大

正
一
一
年
六
月
一
一
日
法
律
新
聞
二
○
一
五
号
二
一
頁
）
。
な
お
、
こ
こ
で
債
権
額
と
言
う
の
は
、
信
託
設
定
行
為
の
当
時
す
で
に
債
務
超

過
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
按
分
額
で
は
な
く
、
そ
の
全
額
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
（
大
判
昭
和
八
年
一
一
月
三
日
民
集
一
一
一
巻
一

七
五
頁
）
。
し
か
し
、
詐
害
行
為
の
目
的
物
が
土
地
ま
た
は
建
物
の
よ
う
に
不
可
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
債
権
額
に
対
す
る
超
過

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
五
四

自
己
の
債
権
を
害
さ
れ
た
債
権
者
は
、
す
べ
て
取
消
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
取
消
権
の
行
使
に
あ
た
っ
て
は
、
他
に
多
く
の

債
権
者
が
存
し
て
も
、
全
債
権
者
が
共
同
し
て
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
各
自
単
独
で
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
償
』
鱈
吉
取
消
権
を
行
使
す
る
債
権
者
（
原
告
）
は
、
後
で
も
触
れ
る
よ
う
に
取
消
の
訴
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
何
人
に
対
し
て
行

使
す
る
か
に
つ
い
て
、
特
に
明
文
の
規
定
が
存
し
な
い
た
め
に
、
債
権
者
取
消
権
の
性
質
論
に
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
（
被
告
）
が
決
定

（
１
）
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Hosei University Repository



額
が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
債
権
額
を
超
過
し
て
全
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
判
昭
和
三
○
年
一
○
月
二

日
民
集
九
巻
一
一
号
一
六
二
六
頁
、
大
判
明
治
一
一
一
六
年
一
一
一
月
七
日
民
録
九
輯
一
三
三
九
頁
、
大
判
明
治
四
二
年
六
月
八
日
民
録
一
五
輯

五
七
九
頁
、
大
判
大
正
五
年
一
一
一
月
六
日
民
録
一
一
二
輯
一
一
三
七
○
頁
、
大
判
大
正
七
年
五
月
一
八
日
民
録
二
四
輯
九
九
三
頁
、
大
判
大
正

九
年
一
二
月
二
四
日
民
録
二
六
輯
二
○
二
四
頁
）
。
そ
し
て
、
取
消
権
の
行
使
に
基
づ
い
て
取
り
戻
し
た
物
を
差
し
押
さ
え
る
に
あ
た
っ

て
、
他
の
債
権
者
が
配
当
加
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
債
権
者
が
配
当
加
入
を
な
す
べ
き
こ
と
が
明
白
な
と
き
に
は
、

そ
の
債
権
額
を
も
合
算
し
て
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

③
債
務
者
、
受
託
者
ま
た
は
受
益
者

前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
債
権
者
取
消
権
を
行
使
す
る
債
権
者
は
、
何
人
を
被
告
と
し
て
行
使
し
得
る
か
に
つ
い
て
、
学
説
の
対
立
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
成
権
説
（
物
権
説
）
に
よ
れ
ば
、
取
消
権
は
法
律
行
為
を
取
り
消
す
権
利
で
あ
る
の
で
、
原
則
通
り
、
そ
の
相
手

方
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
債
務
者
と
受
益
者
な
い
し
転
得
者
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
信
託
に
よ
る
場

合
に
置
き
換
え
る
と
、
債
務
者
と
受
託
者
な
い
し
受
益
者
に
対
し
て
な
す
こ
と
に
な
り
、
請
求
権
説
（
債
権
説
）
に
よ
れ
ば
、
取
消
権
は

財
産
の
返
還
請
求
権
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
ま
た
債
権
者
と
反
対
利
益
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対

し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
信
託
に
置
き
換
え
る
と
、
受
託
者
ま
た
は
受
益
者
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
折
衷
説
に

よ
れ
ば
、
取
消
権
は
債
権
者
が
債
務
者
の
一
般
財
産
か
ら
逸
失
し
た
財
産
の
回
復
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
利
益
の
返
還
を
請
求
す
る
権
利

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
信
託
に
置
き
換
え
る
と
、
受
託
者
ま
た
は

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

二
五
五

②
取
消
権
者
の
相
手
方
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債
権
者
取
消
権
の
行
使
は
、
民
法
で
は
「
裁
判
所
二
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
（
民
法
第
四
二
四
条
第
一
項
）
と
規
定
す
る
の
で
、
前
に

も
触
れ
た
よ
う
に
、
債
権
者
が
自
己
の
名
で
裁
判
所
に
訴
の
提
起
に
よ
り
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
の
代
理
人
と
し
て
行
使
す

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
抗
弁
の
方
法
に
よ
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
大
判
明
治
三
○
年
一
○
月
一
五
日
民
録
三
輯
九
巻
五
八
頁
、
最
判

（
３
）
 

昭
和
三
九
年
六
月
一
一
一
日
民
集
一
八
巻
五
号
七
六
四
頁
）
。
債
務
者
た
る
委
託
者
は
、
自
己
の
詐
害
行
為
（
信
託
設
定
行
為
）
に
対
す
る

取
消
権
を
も
た
ず
、
債
権
者
の
み
が
有
す
る
権
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
取
消
権
行
使
の
結
果
、
債
権
者
は
、
信
託
法
上
の
受
益
者
の
取
消

権
と
相
違
し
て
（
信
託
法
第
三
一
条
本
文
）
、
直
接
自
己
に
財
産
を
引
き
渡
す
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
大
判

大
正
一
○
年
六
月
一
八
日
民
録
二
七
輯
一
一
六
八
頁
、
大
判
昭
和
八
年
一
一
月
三
日
民
集
一
一
一
巻
一
七
五
頁
、
最
判
昭
和
三
九
年
一
月
一
一
一
一
一

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
五
六

受
益
者
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
責
任
説
に
よ
れ
ば
、
取
消
権
は
譲
渡
行
為
の
効
力
を
奪
わ
ず
に
、
取
消
権
者
に
対
す
る
関
係

で
責
任
財
産
を
構
成
す
る
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
し
て
為
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
た
め
、
こ
れ
を
信
託
に
置
き
換
え
る
と
、
受
託
者
ま
た
は
受
益
者
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
訴
権
説
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は

受
益
者
の
手
許
に
あ
る
逸
出
財
産
を
あ
た
か
も
債
務
者
の
一
般
財
産
に
属
す
る
ご
と
く
み
な
す
こ
と
を
理
由
に
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者

に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
信
託
に
置
き
換
え
る
と
、
受
託
者
ま
た
は
受
益
者
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
判
例

は
、
債
務
者
、
受
益
者
及
び
転
得
者
に
対
し
て
為
す
べ
き
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
態
度
を
改
め
て
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者

（
２
）
 

に
な
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
債
務
者
に
対
し
て
為
す
必
要
な
し
と
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑥
裁
判
所

③
取
消
権
行
使
の
方
法
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日
民
集
一
八
巻
一
号
七
六
頁
）
。
法
律
行
為
の
取
り
消
し
は
単
純
な
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
（
民
法
第
一

二
三
条
）
、
債
権
者
取
消
権
に
関
し
て
「
裁
判
所
二
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
来
、
有
効
な
る
債
務
者
の
行
為

を
無
効
に
す
る
の
は
、
債
務
者
、
受
益
者
、
転
得
者
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
た
め
に
、
裁
判
所
を
し
て
、
慎
重
に
そ
の
要
件
の
存
否
を

確
定
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
取
消
し
の
事
実
を
公
示
し
て
、
債
権
者
間
の
公
平
を
図
る
べ
き
必
要
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
取
消
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
果
た
し
て
常
に
裁
判
所
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
の
か
疑
問
で
あ
り
、

裁
判
外
の
請
求
で
も
、
も
し
相
手
方
が
そ
れ
を
承
諾
す
る
な
ら
ば
有
効
で
、
相
手
方
が
承
諾
し
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
、
裁
判
所
に
請
求

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
解
す
る
学
説
が
あ
り
（
川
島
武
宣
・
民
法
講
義
第
一
巻
序
説
六
二
頁
、
安
達
三
季
生
・
債
権
総
論
講
義
（
補

訂
第
三
版
）
一
二
五
頁
、
長
岐
郁
也
「
詐
害
信
託
に
お
け
る
取
消
権
の
法
的
性
質
に
関
す
る
一
考
察
」
法
学
研
究
論
集
第
二
四
号
一
頁
以

下
参
照
）
、
こ
の
説
に
賛
成
し
た
い
。
早
急
に
責
任
財
産
を
回
復
す
る
必
要
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

裁
判
所
に
対
し
て
取
消
を
求
め
る
訴
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
判
例
（
折
衷
説
）
に
よ
る
と
き
は
、
詐
害
行
為
（
信
託
設
定
行
為
）
の
取

消
と
そ
れ
を
理
由
に
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
し
て
財
産
の
返
還
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
賠
償
を
請
求
す
る
の
だ
か
ら
、
形
成
の
訴
と

給
付
の
訴
と
が
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
形
成
権
説
（
物
権
説
）
に
よ
る
と
き
は
、
た
だ
詐
害
行
為
の
取
消
の
み
を
請
求
す
る
の
だ
か
ら
、

形
成
（
又
は
創
設
）
の
訴
で
あ
り
、
請
求
権
説
（
債
権
説
）
に
よ
る
と
き
は
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
に
対
し
て
財
産
の
返
還
ま
た
は
こ

れ
に
代
わ
る
賠
償
を
請
求
す
る
の
だ
か
ら
、
給
付
の
訴
で
あ
り
、
責
任
説
に
よ
る
と
き
は
、
詐
害
行
為
を
取
消
と
受
益
者
ま
た
は
転
得
者

に
対
す
る
強
制
執
行
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
取
消
の
訴
（
形
成
の
訴
）
と
責
任
の
訴
二
種
の
給
付
の
訴
訟
と
し
て
の
強
制
執

行
認
容
訴
訟
）
と
言
う
｝
」
と
に
な
る
。

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

二
五
七
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債
権
者
取
消
権
を
行
使
し
た
債
権
者
に
対
す
る
効
果
に
つ
い
て
は
、
「
総
債
権
者
ノ
利
益
ノ
為
メ
ニ
其
ノ
効
力
ヲ
生
ス
」
る
こ
と
に
な

る
の
で
（
民
法
第
四
二
五
条
）
、
総
債
権
者
が
詐
害
信
託
を
取
り
消
し
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
債
権
者
の
一
人
が
取
り
消
し
た
と
き
で
も
、

（
１
）
 

そ
の
取
り
消
し
は
、
総
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
、
そ
の
効
力
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
者
平
等
の
原
則
に
よ
り
、
取
消
権

を
行
使
し
た
債
権
者
が
債
務
者
に
復
帰
し
た
財
産
の
上
に
優
先
弁
済
権
を
取
得
す
る
も
の
で
は
な
い
（
大
判
大
正
七
年
十
月
二
六
日
民
録

二
四
巻
二
○
三
六
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
取
消
権
を
行
使
し
て
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
か
ら
債
務
者
に
取
り
戻
さ
れ
た
財
産
ま
た
は
そ
れ

（
２
）
 

に
代
わ
る
金
銭
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
に
直
接
返
還
さ
れ
ず
に
取
消
償
権
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
場
ム
ロ
で
も
、
憤
務
者
の
一
般
財
産
を
構
成

五
信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
行
使
の
効
力

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
五
八

（
１
）
本
稿
、
二
、
注
（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）
参
照
、
四
、
②
側
本
文
参
照
。

（
２
）
大
判
明
治
四
四
年
三
月
二
四
日
民
録
一
七
輯
一
一
七
頁
。
判
例
は
、
取
消
の
効
果
に
つ
い
て
、
相
対
的
無
効
説
を
採
り
、
取
消
権
を
行
使
す
る
に
は
そ
の

相
手
方
で
あ
る
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
と
の
間
の
詐
害
行
為
を
無
効
に
す
る
に
と
ど
ま
り
、
債
務
者
た
る
委
託
者
と
受
益
者
、
受
益
者
と
転
得
者
と
の
間
の
法

律
関
係
に
つ
い
て
は
何
ら
影
響
を
受
け
ず
に
有
効
で
あ
る
と
す
る
。

（
３
）
し
か
し
、
最
近
で
は
、
取
消
権
を
抗
弁
と
し
て
行
使
し
た
方
が
簡
便
で
反
訴
よ
り
も
有
利
で
あ
る
な
ど
を
理
由
に
、
取
消
権
を
抗
弁
と
し
て
行
使
す
る
こ

と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
税
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（
飯
原
一
乗
「
詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
方
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
二
一
号
参
照
）
。

(1) 

債
権
者
に
対
す
る
効
果
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す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
消
権
を
行
使
し
て
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
か
ら
債
務
者
に
取
り
戻
さ
れ
る
財
産
が
不
動
産
な
ど
で

登
記
・
登
録
に
よ
っ
て
移
転
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
取
消
に
よ
っ
て
債
務
者
に
復
帰
し
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
か
ら
債
務
者
に
対
す

る
移
転
登
記
・
登
録
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
債
務
者
に
回
復
さ
れ
た
財
産
か
ら
満
足
を
得
る
た
め
に
は
、
取
消
債
権
者
と
言
え

ど
も
改
め
て
こ
の
財
産
に
対
し
て
、
自
己
の
債
務
名
義
に
基
づ
い
て
、
強
制
執
行
の
手
続
き
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
大
判
明
治
三

九
年
九
月
二
八
日
民
録
一
一
一
輯
一
一
五
四
頁
、
同
大
正
六
年
三
月
三
一
日
民
録
一
一
三
輯
五
九
六
頁
、
同
昭
和
七
年
八
月
九
日
民
集
一
一
巻

一
七
○
七
頁
ほ
か
）
。
こ
の
場
合
に
は
、
他
の
債
権
者
も
配
当
加
入
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
取
消
権
を
行
使
し
て
金

銭
を
取
り
戻
す
場
合
や
財
産
の
返
還
に
代
え
て
価
格
に
相
当
す
る
賠
償
を
求
め
る
場
合
に
は
、
取
消
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し
て
で
は

な
く
、
自
己
に
引
き
渡
す
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
大
判
大
正
一
○
年
六
月
一
八
日
民
録
二
七
輯
一
一
六
八
頁
、
最
判
昭
和
三

（
３
）
 

九
年
一
月
一
一
三
日
民
集
一
八
巻
一
号
七
六
頁
、
反
対
大
判
大
正
六
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
民
録
一
一
一
一
一
輯
五
九
六
頁
）
。
ま
た
、
受
益
者
ま
た
は
転

（
４
）
 

得
者
が
債
務
者
に
直
接
返
還
せ
ず
に
債
権
者
に
金
銭
を
支
払
っ
た
場
ム
ロ
に
は
、
債
務
者
へ
の
返
還
債
務
と
取
消
債
権
者
の
債
権
と
が
相
殺

適
状
に
あ
る
な
ら
ば
、
事
実
上
、
優
先
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
取
消
債
権
者
は
、
他
の
債
権
者
に
対
し
て
分
配
義
務
を
負
う
も

の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
（
大
判
大
正
九
年
一
月
一
一
四
日
民
録
二
六
輯
二
○
二
四
頁
、
最
判
昭
和
三
七
年
一
○
月
九
民
集
一
巻
一
○
号
二

○
七
○
頁
参
照
、
於
保
不
二
雄
・
債
権
総
論
二
○
一
頁
、
松
阪
佐
一
・
民
法
提
要
（
債
権
総
論
［
新
版
］
）
一
二
頁
、
林
Ⅱ
石
田
Ⅱ
高

木
・
債
権
総
論
一
九
○
頁
、
反
対
、
星
野
英
一
・
民
法
概
論
Ⅲ
一
二
二
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
金
銭
の
取
り
戻
し
の
場
合
に
は
（
大
判
大

正
一
○
年
六
月
一
八
日
民
録
二
七
輯
二
録
八
頁
、
大
判
昭
和
七
年
一
二
月
六
日
法
律
新
聞
三
五
○
四
号
八
頁
、
原
物
の
返
還
が
不
可
能

な
た
め
価
格
で
償
還
す
る
場
合
の
判
例
と
し
て
、
大
判
大
正
八
年
四
月
二
日
民
録
二
五
輯
八
○
八
頁
、
大
判
昭
和
五
年
九
月
一
一
五
日
法

律
新
聞
三
一
九
三
号
一
二
頁
等
）
、
債
権
者
平
等
の
原
則
に
反
し
、
取
消
債
権
者
は
、
事
実
上
、
優
先
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
擢
葛
取
消
権
（
中
野
）

二
五
九
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債
権
者
取
消
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
は
、
債
務
者
に
対
す
る
効
果
と
し
て
、
民
法
の
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
詐

害
行
為
す
な
わ
ち
信
託
設
定
行
為
は
始
め
よ
り
無
効
で
あ
る
と
看
倣
さ
れ
る
（
民
法
第
一
二
一
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
法
律
行
為
ノ
取

消
」
と
言
う
字
句
を
忠
実
に
解
す
る
な
ら
ば
、
詐
害
行
為
た
る
信
託
設
定
行
為
に
よ
っ
て
移
転
そ
の
他
の
処
分
が
な
さ
れ
た
財
産
に
つ
い

て
、
債
務
者
た
る
委
託
者
は
、
信
託
設
定
前
の
状
態
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
取
消
権
行
使
の
効
果
は
物
権
的
で

あ
る
か
ら
、
債
務
者
た
る
委
託
者
は
、
単
に
受
益
者
に
対
し
て
、
自
己
に
復
帰
し
た
所
有
権
に
基
づ
い
て
、
自
己
に
所
有
権
を
移
転
す
べ

き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
そ
の
物
の
占
有
権
の
移
転
（
返
還
）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
け
だ
し
、
債
務
者
の
財
産
は
総
債
権
者
の
共
同
担
保
に
な
る
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
詐
害
行
為
た
る
信
託
設
定
行

為
に
よ
り
財
産
権
を
移
転
そ
の
他
の
処
分
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
取
消
権
を
行
使
さ
れ
た
以
上
、
債
務
者
た
る
委
託
者
は
、
信
託

設
定
前
の
状
態
に
回
復
し
、
共
同
担
保
た
る
財
産
を
確
保
す
る
義
務
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
説
・
判
例
（
大
判
大
正
八
年

四
月
十
一
日
民
録
二
五
輯
八
○
八
頁
、
大
判
昭
和
七
年
八
月
九
日
民
集
十
一
巻
一
七
○
七
頁
、
大
判
昭
和
十
年
六
月
一
八
日
民
録
二
七
輯

一
一
六
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
は
、
被
告
適
格
は
な
く
（
大
判
明
治
四
四
年
三
月
二
四
日
民
録
一
七
輯
一
一
七
頁
）
、
受
益
者
ま
た

は
転
得
者
に
対
し
て
、
直
接
財
産
の
返
還
ま
た
は
代
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
取
消
の
効

果
は
相
対
的
で
あ
っ
て
、
取
消
権
の
行
使
の
効
果
は
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
が
受
け
る
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
は
何
ら
取
消
の
効
果
を
受

け
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
債
権
者
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
が
債
務
者
に
対
し
て
財

産
を
返
還
し
た
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
は
損
失
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

(2) 

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

委
託
者
（
債
務
者
）
に
対
す
る
効
果

二
六
○
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結
果
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
は
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
の
損
失
に
お
い
て
利
得
し
た
債
務
者
に
対
し
て
、
債
務
者
の
受
け
た
利
得
を

（
５
）
 

限
度
に
、
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
下
森
定
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
取
消
権
行

使
の
効
果
に
つ
い
て
債
権
者
と
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
と
の
間
に
お
い
て
の
み
行
為
を
無
効
と
し
て
、
債
務
者
と
受
益
者
と
の
間
の
行
為

を
有
効
と
解
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
不
当
利
得
の
問
題
が
生
じ
る
と
言
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。
同
教
授
が
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
、
む
し

ろ
追
奪
担
保
責
任
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
賛
成
し
た
い
。
も
っ
と
も
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
信
託
設
定
行
為
の
取
消
の
効
果
に

つ
い
て
は
、
信
託
の
場
合
に
は
委
託
者
か
ら
受
益
者
へ
の
贈
与
と
櫛
成
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
多
少
事
情
は
相
違
す
る
が
、
民
法
上
の
受
益

者
ま
た
は
転
得
者
に
対
す
る
関
係
で
も
、
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

債
権
者
取
消
権
行
使
に
お
け
る
受
託
者
に
対
す
る
効
果
に
つ
い
て
、
民
法
の
一
般
原
則
よ
れ
ば
、
民
法
上
債
務
者
か
ら
財
産
権
の
処
分

を
受
け
た
相
手
方
で
あ
る
受
益
者
が
善
意
で
あ
る
と
き
は
、
債
権
者
取
消
権
の
行
使
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

信
託
に
お
い
て
は
、
債
務
者
で
あ
る
委
託
者
か
ら
財
産
権
の
移
転
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
る
の
は
受
益
者
で
は
な
く
、
受
託
者
で
あ
る
。

そ
し
て
、
受
託
者
は
、
悪
意
で
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
「
善
意
ナ
ル
ト
キ
ト
錐
」
も
、
債
権
者
取
消
権
行
使
の
効
力
を
受
け
る
の
で
あ

る
（
信
託
法
第
一
二
条
一
項
）
。
す
な
わ
ち
、
詐
害
信
託
の
取
消
に
つ
い
て
は
、
受
託
者
の
善
意
・
悪
意
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
信
託
の
場
合
に
は
、
民
法
の
場
合
と
相
違
し
て
、
受
託
者
は
何
等
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
立
っ
者
で
は
な

（
６
）
 

い
か
ら
で
あ
る
（
信
託
法
第
九
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
取
消
権
が
行
使
さ
れ
る
と
、
一
別
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
受
託
者
の
善
意
・

悪
意
に
関
係
な
く
債
権
者
と
受
託
者
と
の
間
で
な
さ
れ
た
信
託
設
定
行
為
は
無
効
に
な
り
、
受
託
者
は
債
権
者
の
た
め
に
信
託
財
産
を
委

詐
書
目
的
の
信
託
と
償
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

一
一
一
ハ
一

③
受
託
者
に
対
す
る
効
果
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債
権
者
取
消
権
の
行
使
に
お
け
る
受
益
者
に
対
す
る
効
果
に
つ
い
て
は
、
受
託
者
の
民
法
上
の
受
益
者
に
対
す
る
処
分
行
為
お
よ
び
受

益
者
の
転
得
者
に
対
す
る
処
分
行
為
と
が
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
信
託
受
益
者
に
対
す
る
詐
害
信
託
の
取
消
の
効
果
が
問

題
に
な
る
の
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
、
受
託
者
の
民
法
上
の
受
益
者
に
対
す
る
処
分
行
為
お
よ
び
受
益
者
の
転
得
者
に
対
す
る
処
分
行
為

を
取
消
し
得
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
法
上
の
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
が
悪
意
の
場
合
に
は
、
債
権
者
取
消
権

の
行
使
に
よ
っ
て
、
債
務
者
た
る
委
託
者
の
財
産
に
復
帰
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
が
善
意
の
場
合

に
詐
害
信
託
の
取
消
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
詐
害
信
託
が
取
消
さ
れ
た
場
合
に
、
信
託
受
益
者
が
既
に
信
託
利
益
を
受
け
て
い
る
と

き
は
、
受
託
者
と
受
益
者
と
の
間
で
な
さ
れ
た
信
託
財
産
の
処
分
行
為
は
、
債
務
者
と
信
託
受
益
者
と
の
間
に
お
い
て
は
無
効
に
な
る
は

ず
で
あ
る
が
、
信
託
法
第
一
二
条
第
二
項
に
「
受
益
者
力
既
に
受
ケ
タ
ル
利
益
二
影
響
ヲ
及
ホ
サ
ス
」
と
規
定
す
る
の
で
、
信
託
受
益
者

に
お
い
て
は
、
債
権
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
民
法
上
の
受
益
者
と
相
違
し
て
、
無
効
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者

た
る
委
託
者
と
受
託
者
と
の
間
で
な
さ
れ
た
信
託
設
定
行
為
お
よ
び
受
託
者
と
受
益
者
と
の
間
で
な
さ
れ
た
信
託
財
産
の
処
分
行
為
は
い

ず
れ
も
有
効
で
あ
る
。
信
託
受
益
者
が
善
意
で
あ
る
な
ら
ば
原
則
と
し
て
い
わ
ゆ
る
既
得
権
を
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
信
託
法
第
十
二

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

一一一ハーー

託
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
と
し
て
は
、
受
託
者
を
相
手
方
と
し
て
詐
害
行
為
を
取
消
し
か

つ
直
接
財
産
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
者
取
消
権
が
行
使
さ
れ
て
も
、
取
消
の
相
対
性

に
よ
り
、
債
務
者
た
る
委
託
者
と
受
託
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
何
等
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
な
お
有
効
で
あ
る
と
言
う

こ
と
に
な
る
。

(4) 

受
益
者
に
対
す
る
効
果
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条
第
二
項
）
。
た
だ
し
、
⑪
受
益
者
の
債
権
が
弁
済
期
に
到
ら
な
い
と
き
、
②
受
益
者
が
そ
の
利
益
を
受
け
た
当
時
債
権
者
を
害
す
べ
き

事
実
を
知
っ
た
と
き
若
し
く
は
③
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
債
権
者
を
害
す
べ
き
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
受
託
者
と
信
託
受
益
者

と
の
間
で
な
さ
れ
た
信
託
財
産
の
処
分
行
為
お
よ
び
債
務
者
た
る
委
託
者
と
受
託
者
と
の
間
で
な
さ
れ
た
信
託
設
定
行
為
は
い
ず
れ
も
債

権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
無
効
に
な
り
、
信
託
受
益
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
と
と
も
に
、
原
状
回
復
義
務
を
負
う
の
で
（
民
法
第

一
二
一
条
）
、
総
債
権
者
の
た
め
に
、
債
務
者
に
対
し
て
、
そ
の
財
産
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
債
権
者
と
し
て
は
、

受
託
者
に
対
す
る
取
消
権
行
使
と
選
択
で
、
信
託
受
益
者
を
相
手
方
と
し
て
詐
害
行
為
を
取
消
し
か
つ
財
産
の
返
還
に
代
わ
る
損
害
の
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
詐
害
行
為
の
目
的
物
を
信
託
受
益
者
が
有
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
物
を
返
還
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
受
託
者
に
よ
り
換
価
さ
れ
た
も
の
が
給
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
利
得
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
る
。
信
託
の
場
合
に
は
、

信
託
受
益
者
は
無
償
で
信
託
の
利
益
を
享
受
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
原
則
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
か
り
に
債
務
者
た
る
委

託
者
の
給
付
に
対
し
て
信
託
受
益
者
が
反
対
給
付
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
は
、
信
託
受
益
者
に
対
し
て
、
追
奪
担

保
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
１
）
下
森
定
・
債
権
法
論
点
ノ
ー
ト
’
三
九
頁
以
下
参
照
（
初
出
Ｉ
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八
三
年
一
○
月
号
）

（
２
）
判
例
（
大
判
昭
和
九
年
一
一
月
一
一
一
○
日
民
集
一
一
一
一
巻
二
一
九
一
頁
、
最
判
昭
和
五
四
年
一
月
一
一
五
日
民
集
三
三
巻
一
一
一
頁
）
は
、
原
物
の
返
還
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
原
物
の
返
還
を
請
求
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
価
格
の
値
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
信
託
に
お
い
て
、
受
託
者

が
す
で
に
目
的
物
を
他
に
譲
渡
し
て
い
る
場
合
に
は
（
民
法
上
の
判
例
で
あ
る
が
、
大
判
大
正
八
年
四
月
二
日
民
録
二
五
輯
八
○
八
頁
、
大
判
昭
和
三
五
年

四
月
二
六
民
集
一
四
巻
一
○
四
六
頁
）
、
価
格
の
償
還
が
認
め
ら
れ
る
一
」
と
に
な
る
。
反
対
（
大
島
敏
之
「
民
法
四
二
五
条
論
序
説
ｌ
平
等
主
義
か
優
先
主
義

か
」
法
律
時
報
五
四
巻
二
号
一
三
五
頁
）
。

（
３
）
判
例
が
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
価
務
者
に
引
き
渡
す
の
で
は
な
く
、
取
消
憤
権
者
が
自
己
に
引
き
渡
す
こ
と
を
請
求
で
き
る
の
は
、
被
告
で
あ
る
受
益

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

一一一ハ一一一
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債
権
者
取
消
権
が
行
使
さ
れ
る
と
、
す
で
に
有
効
に
成
立
し
た
法
律
関
係
を
一
定
範
囲
で
覆
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
三
者
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
。
そ
れ
故
、
民
法
は
、
取
引
の
安
全
を
考
慮
し
、
短
期
消
滅
時
期
を
定
め
て
、
法
律
関
係
を
速
や
か
に
確
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
月
日
の
経
過
に
伴
っ
て
、
債
務
者
、
受
益
者
ま
た
転
得
者
等
の
害
意
な
ど
内
心
の
立
証
が
困
難
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
債
権
者
が
「
取
消
ノ
原
因
ヲ
覚
知
シ
タ
ル
時
ヨ
リ
ニ
年
間
」
こ
れ
を
行
使
し
な
い
と
、
取
消
権
は
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る

（
民
法
第
四
二
六
条
）
。
こ
こ
に
「
取
梢
ノ
原
因
ヲ
覚
知
シ
タ
ル
時
」
と
は
、
債
務
者
に
よ
る
詐
害
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
す
な
わ
ち
債
務

者
の
一
般
財
産
を
減
少
し
て
債
権
者
を
害
す
る
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
た
事
実
を
債
権
者
が
知
っ
た
と
き
で
あ
る
（
大
判
大
正
四
年
一
二

月
一
○
日
民
録
二
一
輯
二
○
九
三
頁
）
。
換
言
す
れ
ば
、
債
権
者
が
債
務
者
た
る
委
託
者
が
な
し
た
信
託
設
定
行
為
の
事
実
を
覚
知
し
て

も
、
そ
の
行
為
が
い
わ
ゆ
る
詐
害
行
為
で
あ
る
こ
と
を
覚
知
し
な
い
以
上
、
未
だ
「
取
消
ノ
原
因
ヲ
覚
知
シ
タ
ル
時
」
と
は
言
え
な
い
の

で
あ
る
（
大
判
大
正
六
年
一
一
一
月
三
一
日
民
録
二
一
一
一
輯
五
九
六
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
は
、
債
務
者
た
る
委
託
者
に
詐
害
の
意
思
が

六
信
託
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
の
消
滅

法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

二
六
四

者
ま
た
は
転
得
者
に
対
し
て
債
務
者
へ
の
金
銭
給
付
を
命
じ
て
も
、
債
務
者
が
受
領
し
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
受
領
し
た
金
銭
を
費
消
・
隠
匿
し
て
し
ま
っ
た

り
す
る
と
、
取
消
訴
訟
は
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
学
説
も
是
認
し
て
い
る
（
我
妻
・
新
訂
価
権
総
論
一
九
四
頁
な
ど
）
。

（
４
）
金
銭
に
つ
い
て
は
取
消
俄
権
者
へ
の
引
渡
請
求
を
反
対
さ
れ
る
（
星
野
・
民
法
概
論
Ⅲ
一
二
二
頁
）
。

（
５
）
下
森
・
判
例
と
学
説
民
法
②
六
九
頁
。

（
６
）
中
根
不
璃
雄
「
信
託
法
第
九
条
の
解
釈
」
信
託
協
会
会
報
第
八
巻
一
号
九
頁
以
下
参
照
。
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（
１
）
 

あ
る
こ
と
ま
で
４
℃
知
る
必
要
は
な
い
が
、
単
に
処
分
そ
の
他
の
行
為
が
あ
っ
た
事
実
を
知
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
債
務
者
の
財
産
状
態
か

ら
債
権
者
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
大
判
大
正
六
年
一
一
一
月
三
一
日
民
録
二
一
一
一
輯
五
九
六
頁
、
大
判
昭
和

七
年
一
一
一
月
一
一
○
日
民
集
一
一
巻
三
四
六
頁
）
。
比
較
的
最
近
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
詐
害
行
為
の
客
観
的
事
実
の
み
で
は
は
な
く
、
債
務
者

の
詐
害
の
意
思
を
も
知
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
債
権
者
が
詐
害
の
客
観
的
事
実
を
知
っ
た
と
き
に

は
、
詐
害
の
意
思
を
も
知
っ
た
も
の
と
推
認
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
（
最
判
昭
和
四
七
年
四
月
三
日
判
時
六
六
九
号
六
三
頁
）
。

こ
の
時
効
の
起
算
点
は
、
転
得
者
に
対
す
る
関
係
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
転
得
者
が
悪
意
で
転
得
し
た
こ
と
を
債
権
箸
が
知
っ
た
時
か

ら
で
は
な
く
、
詐
害
行
為
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
債
権
者
が
知
っ
た
時
か
ら
で
あ
る
（
大
判
大
正
四
年
一
二
月
一
○
日
民
録
一
一
一
輯
一
一
○
一
一
一

九
頁
）
。
そ
う
で
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
法
律
関
係
が
確
定
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
債
権
者
が
詐
害
行
為
の
行
わ
れ
た
事
実
を

知
っ
て
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
こ
と
は
、
時
効
を
援
用
す
る
相
手
方
（
受
益
者
ま
た
は
転
得
者
）
に
お
い
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

判
例
は
、
詐
害
行
為
の
目
的
物
に
対
し
て
取
消
権
の
行
使
保
全
の
た
め
に
仮
処
分
す
る
の
は
、
取
消
権
の
時
効
中
断
の
事
由
と
な
る
と
解

し
て
い
る
（
大
判
大
正
一
四
年
一
月
二
八
日
民
集
四
巻
号
一
九
頁
）
。
ま
た
、
「
行
為
ノ
時
ヨ
リ
ニ
十
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
」
に
も
、
取

消
権
は
消
滅
す
る
（
民
法
第
四
二
六
条
後
段
）
。
こ
の
期
間
に
つ
い
て
、
条
文
の
文
言
が
時
効
と
な
っ
て
い
る
た
め
一
般
に
は
時
効
期
間

（
２
）
 

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
断
に
よ
っ
て
延
長
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
除
斥
期
間
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
う
の
が
最
近
の
学
説
の
大

（
３
）
 

勢
で
あ
る
。

￣、戸へ

２１ 
－=～ず

我
妻
栄
・
新
訂
憤
権
総
論
二
○
七
頁
。

四
宮
和
夫
博
士
に
よ
れ
ば
、
短
期
・
長
期
の
期
間
制
限
に
つ
い
て
、
長
期
の
期
間
制
限
は
除
斥
期
間
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
二
○
年
の
期
間
制
限
は
、
起

詐
書
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

二
六
五
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本
稿
に
お
い
て
は
、
信
託
法
学
者
に
よ
る
詐
害
信
託
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
が
余
り
み
ら
れ
な
い
の
で
、
従
来
民
法
学
者
間
で
激
し

く
論
争
さ
れ
て
い
る
債
権
者
取
消
権
に
つ
い
て
、
こ
の
取
消
権
の
発
生
か
ら
消
滅
ま
で
を
概
観
し
な
が
ら
、
詐
害
信
託
に
如
何
に
理
論
的

整
合
性
を
も
っ
て
適
合
で
き
る
か
を
検
討
し
て
み
た
。
民
法
第
四
二
四
条
の
債
権
者
取
消
権
に
関
す
る
法
理
は
、
信
託
法
第
一
二
条
の
一

般
法
と
し
て
補
充
的
に
適
用
さ
れ
る
（
四
宮
和
夫
・
信
託
法
［
新
版
］
法
律
学
全
集
三
三
巻
Ⅱ
一
四
八
頁
）
と
言
わ
れ
て
い
る
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
第
四
二
四
条
の
債
権
者
取
消
権
の
問
題
は
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上

ま
た
問
題
の
性
質
上
、
詐
害
信
託
に
お
い
て
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
事
項
に
限
定
し
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
前
か
ら
債
権
者
取
消
権
の
性
質
に
関
し
て
関
心
（
問
題
意
識
）
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
信
託
法

第
三
一
条
に
お
い
て
、
受
託
者
の
信
託
違
反
に
対
し
て
、
受
益
者
に
取
消
権
を
付
与
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
受
益
者
の
取
消
権
に
関
し

て
は
、
物
権
的
効
力
を
認
め
る
の
で
、
信
託
の
基
本
的
構
造
論
に
も
関
係
す
る
も
の
で
、
通
説
で
あ
る
債
権
説
で
は
説
明
が
で
き
ず
、
債

権
説
を
採
る
学
者
と
て
も
説
明
を
放
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
四
宮
・
前
掲
書
六
二
頁
参
照
、
入
江
真
太
郎
・
信
託
法
（
新
法
学
全
集
）

七
結
語 法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
号

一一一ハーハ

算
点
を
固
定
的
な
行
為
時
に
硬
き
、
取
消
の
原
因
が
継
続
し
て
い
て
も
、
二
○
年
で
絶
対
的
に
取
消
し
返
還
舗
求
し
え
な
い
も
の
と
し
て
、
法
律
関
係
を
確
定

し
よ
う
と
す
る
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
民
法
総
則
第
四
版
二
二
一
一
一
頁
脚
注
（
３
）
）
と
。

（
３
）
星
野
英
一
・
民
法
概
論
Ⅲ
（
償
権
総
論
）
一
二
二
頁
、
奥
田
昌
道
・
債
権
総
論
山
三
一
一
八
頁
、
平
井
宜
雄
・
債
権
総
論
一
一
一
一
四
頁
な
ど
。
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一
五
四
頁
、
同
「
信
託
財
産
に
関
す
る
考
察
」
民
商
法
雑
誌
一
六
巻
五
号
四
八
二
頁
参
照
）
。
し
か
し
、
｜
方
で
、
信
託
法
学
者
の
中
に

は
、
受
益
者
の
取
消
権
も
形
成
権
で
あ
る
と
言
う
点
で
は
同
じ
で
あ
り
訴
の
形
式
を
必
要
と
し
な
い
と
言
う
点
で
は
相
違
す
る
の
で
あ
る

が
、
受
益
者
の
取
消
権
（
信
託
法
第
三
一
条
）
は
債
権
者
取
消
権
（
民
法
第
四
二
四
条
）
に
類
似
し
、
そ
の
た
め
に
両
者
を
同
一
趣
旨
の

権
利
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
遊
佐
慶
夫
・
信
託
法
提
要
九
七
頁
、
細
矢
祐
治
・
信
託
法
理
及
信
託
法
制
七
五
七
頁
）
。
詐
害
行
為
に

対
す
る
債
権
者
取
消
権
と
受
託
者
の
信
託
違
反
に
対
す
る
受
益
者
の
取
消
権
と
は
相
違
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
受
益
者
の
取
消

権
行
使
（
取
消
の
意
思
表
示
）
の
相
手
方
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
取
消
権
の
場
合
と
同
様
な
る
議
論
が
あ
り
、
受
託
者
と
す
る
説
（
細
矢

祐
治
・
前
掲
書
七
五
七
頁
）
、
受
託
者
と
受
託
者
の
相
手
方
と
す
る
説
（
入
江
真
太
郎
・
全
訂
信
託
法
原
論
四
○
二
頁
、
四
宮
・
前
掲
書

二
五
五
頁
）
お
よ
び
受
託
者
の
相
手
方
ま
た
は
転
得
者
と
す
る
説
（
遊
佐
慶
夫
・
信
託
法
制
評
論
九
九
頁
、
青
木
徹
二
・
信
託
法
論
二
一
一
一

六
頁
、
三
淵
忠
彦
・
信
託
法
及
信
託
業
法
一
五
九
頁
）
等
が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
議
論
は
、
債
権
者
取
消
権
の
性
質
論
に

お
け
る
議
論
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
あ
な
が
ち
無
関
係
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
債
権
者
取
消
権
は
、
そ
の
効
力
と
し
て
、
た
だ
単
に
法
律
行
為
（
詐
害
行
為
）
の
取
消
に
と
ど
ま
ら
ず
、
目
的
物

を
債
務
者
に
対
し
て
引
き
渡
せ
と
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
こ
と
に
加
え
て
、
取
消
債
権
者
自
身
に
ま
で
引
き
渡
し
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
権
利
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
性
格
は
本
来
の
取
消
権
（
民
法
第
一
二
一
条
）
と
言
う
よ
り
も
追
及
権
的
な
権
利
に
変
容

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
取
消
権
に
関
す
る
比
較
研
究
の
必
要
性
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

付
記
本
稿
は
、
日
本
信
託
銀
行
第
一
六
回
信
託
法
研
究
会
（
小
池
徹
、
込
谷
誠
、
廣
渡
政
和
、
中
谷
宏
、
政
氏
義
雄
、
中
島
進
の
各
氏
）
で
報
告
し
た
も
の

に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

詐
害
目
的
の
信
託
と
債
権
者
の
取
消
権
（
中
野
）

六
七
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